
  
 

 

 

 

第3代同窓会長・前田修次様に感謝！ 

会長  長倉 正裕 

 同窓会会員の皆様、こんにちは。今年も同窓会総会と親睦会があやめホールにて開催されました。昨年度よ

りも多くの同窓生が参加され、とても嬉しく思われました。これも教職員の皆様による企画・準備・進行そし

て酷暑の中の駐車場整理等のお陰によるもので、無事に終えることができました。紙面をお借りしまして厚く

御礼申し上げます。 

 今年の総会では、この度、わかば支援学校同窓会顧問（第3代同窓会長）を退任された前田修次様への感謝

状と記念品授与、前田様から同窓生への「がんばらなくてもいいよ」と、ほっと安心するお言葉をいただきま

した。前田様は同窓会の発展のみならず、わかば支援学校のたんぽぽ交流会館の建設にも尽力され、更にはPTA

会長時代には、山梨県特別支援学校知的障害教育校 PTA連合会（県知 P連）を中心となって立ち上げたそう

です。その他のご功績も多数あります。前田様は、わかばだけではなく、山梨県内の支援学校の在校生、同窓

生が笑顔でいられることに一生懸命がんばってくださいました。大変お世話になりました。これからもわかば

支援学校と同窓会をあたたかく見守ってください。ありがとうございました。 

 今年も学習発表会（昔の学芸会）に同窓生も参加できることとなりました。久しぶりにわかばの学校に行け

ます！詳しいことは、わかば支援学校のホームページをご覧ください。 

 今後もわかば支援学校同窓会をよろしくお願いいたします。 

 

 

ご挨拶 

                                      校長  金丸  学 

 令和８年１月に「二十歳を祝う会」が開催されました。社会人となった皆さんの姿を拝見し、自信に満ちあ

ふれた表情がとても印象的でした。「毎日休まず仕事に行っています。一生懸命働き、お金を稼いでいます。」

そう堂々と報告してくれる姿に、大きな感動を覚えました。社会へ送り出したわかば支援学校の教職員にとっ

て、これ以上ない喜びを感じる瞬間でした。 

 社会や経済が急激に変化し、多くの情報があふれる現在は、何を信じ、どのように判断すべきかが難しい時

代です。そのような中でも卒業生の皆さんがたくましく生きている姿は本当に頼もしく感じられます。 

 本校の教育目標は「たくましい力、ゆたかな心」です。二十歳を迎えた皆さんの姿を見て、この目標が着実

に育まれていることを実感したひとときでもありました。これからも、自分らしさを大切にしながら、一生懸

命歩み続けてください。皆さんのさらなる活躍を心から願っています。 

 

 

同窓会に寄せて 

                                     PTA会長 深澤 奈津子 

 同窓会会員の皆様、こんにちは。今年度、PTA会長を務めております深澤と申します。 

 先日は同窓会が開催され、たくさんの皆様が参加されたと伺いました。私は残念ながら都合が付かず参加で

きませんでしたが、久しぶりの友達や先生方と再会し、皆さんそれぞれ楽しいひとときを過ごされたのではな

いでしょうか。 

 卒業すると、それぞれの場所で生活するようになり、学校に通っていた頃のように仲間に会う機会も少なく

なります。そんな中、卒業後もこうして皆さんが集まり、つながりをもてる場があることはとても素晴らしい

ことだと感じています。 

 これからも同窓会が、卒業生の皆さんにとって楽しみな集まりとして、友達や先生方とのつながりを感じら

れる大切な場であり続けますよう、心より願っております。 
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「心」 

                       深澤 光梨さん（R７年度卒業生） 

 わかばを卒業して半年以上が経ちました。今、私はお守りの作業をしています。実習の 

ように友達が一緒に働いている訳ではないので最初は分からないことがあり、一人で考え 

ている時が多かったのですが、自分の進路のために一生懸命頑張っています。 

 最初は、作業に焦りを感じていましたが、慣れてきてからはどうしたら早くできるのか 

考えながら作業することができるようになりました。コミュニケーションでは、まだ課題は 

ありますが、自分から話しかけることを意識しています。わかばにいたときは、「辛く苦しい 

中でも、やるべきことはちゃんとやる。社会に出ても大切なこと」と、教えてくれた先生がいます。働き始め

てから改めてその大切さを感じるときがありました。 

 これからもつまづくことはたくさんあると思いますが、下を見ず前を見て、ときには横を見て一歩ずつ前へ

行けるように頑張りたいです。 

 

 

就職に向けて訓練しています！ 

            白木 美緒さん（R７年度卒業生） 

甲府市国母にあるコリード甲府に、毎日家から自転車で通っています。雨の日も 

カッパを着て、自転車で通っています。就職に必要な訓練として、トイレやロビー、 

階段、訓練室の掃除を毎週金曜日にしています。 

コリード甲府の卒業生との交流会があり、交流会の第一弾では、ゆず庵でのスペシャル 

ランチ会に行ってきました。第二弾では、コリード甲府の近くのコートダジュール甲府昭 

和店でのカラオケ大会に行きました。 

毎日、グループワークや canva、サーティファイ、Word を使ったパソコン訓練を頑張っています。また、

ほかの利用者さんとたくさん話ができるようになりました。就職に向けて、これからも色々な訓練を頑張り、

卒業後に私がやりたい仕事（職場）で自信が付けられるように、これからもコリード甲府で訓練を頑張ります。 

 

 

楽しみな同窓会 

長池 想太さんの父（R７年度卒業生） 

 まだ古い校舎だったわかば支援学校に入学してから早12年。先生方や先輩保護者から 

「あっという間ですよ」と言われたのを実感しています。 

 4月からは梨の実寮で、草取りやシイタケほだ木の運搬、ぶどうのかさ拭きなどを 

頑張っています。想太が作ってくれたシイタケを食べるのを楽しみにしているところです。 

時々、家の庭でも率先して草取りをしてくれています。 

 手帳を最近買い、スケジュール、特に休みの日を確認するのを楽しみにしています。 

土日のどちらかは、大きなショッピングモールへ行き、チラシやフリーペーパーをもらい、ハンバーガーと 

コーラを楽しんでいます。先日は、同級生に偶然会い、再会をとても喜んでいました。 

 夏の同窓会は、一週間前から「どうそうかい、どうそうかい」と、とても楽しみにしていました。また来年、

皆さんとお目にかかれるのを楽しみにしているようです。同窓会で先生、寄宿舎の先輩、同級生と撮った写真

を手に、今日も出勤です。 

 

 

 

新会員の皆さん 


